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改訂について 

 

 令和 5 年 3 月一部改訂 

第 6 章の内「1 施設評価結果」及び「2 対策の効果額」の一部を変更 

1 施設評価が「検討」となっていた施設の一部の評価を実施 

2 事業の進捗に伴い対策予定（ロードマップ）等の見直しを実施 
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第６章 施設評価結果 

１ 施設評価結果 

中分類ごとの施設評価結果は以下に示すとおりとなります。 

なお、２次評価については、後掲の施設評価シートをご確認ください。 

（１）施設評価一覧 

表 18 施設評価結果（博物館等） （千円） 

 
 

表 19 施設評価結果（スポーツ施設） （千円） 

 
 

表 20 施設評価結果（レクリエーション施設） （千円） 

 
 

表 21 施設評価結果（産業施設） （千円） 

 
 

表 24 施設評価結果（高齢福祉施設）                  （千円） 

 
 

No 施設名称
1次

評価

2次

評価

総合評価

【建物】

総合評価

【機能】

第1期対策

(建物)

第1期費用

(千円)

R29年度まで

の対策費用

9 豊富郷土資料館 Ⅲ類型 ※ 維持管理 現状維持 維持管理 0 161,938

No 施設名称
1次

評価

2次

評価

総合評価

【建物】

総合評価

【機能】

第1期対策

(建物)

第1期費用

(千円)

R29年度まで

の対策費用

15 与一弓道場 Ⅰ類型 ※ 維持管理 現状維持 維持管理 0 30,240

No 施設名称
1次

評価

2次

評価

総合評価

【建物】

総合評価

【機能】

第1期対策

(建物)

第1期費用

(千円)

R29年度まで

の対策費用

17
シルク工芸館ふれあい館

（シルクふれんどりぃ）
Ⅲ類型 ※ 維持管理 集約（主） 大規模改修 425,376 673,512

No 施設名称
1次

評価

2次

評価

総合評価

【建物】

総合評価

【機能】

第1期対策

(建物)

第1期費用

(千円)

R29年度まで

の対策費用

18

道の駅とよとみ（交流促進

センター・農産物直売所・

農畜産物処理加工施設）

Ⅰ類型 ※ 維持管理 現状維持 維持管理 0 965,200

No 施設名称
1次

評価

2次

評価

総合評価

【建物】

総合評価

【機能】

第1期対策

(建物)

第1期費用

(千円)

R29年度まで

の対策費用

39 大鳥居ふれあいプラザ Ⅱ類型 ※ 維持管理 現状維持 維持管理 0 5,878



（改訂部分抜粋） 

 

2 

 

 

（２）施設評価シート 

施設ごとの評価結果は以下のとおりです。 

 

表 35 施設評価シート（博物館等） 

 
 

 

  

担当課

長寿命化 ○ 優先度 B

年度 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9

対策 維持管理 維持管理 維持管理 維持管理 維持管理 維持管理 維持管理

費用 － － － － － － － 0

変更理由

説明

適正な維持管理を実施。

※社会経済状況、市財政状況、事業進捗状況等により実施年度や対策を見直すことがあります。

地域再生基本構想・改善計画に基づき検討し、施設状況や他施設の状況等を考慮し、当面

は適正な維持管理を実施していく。

対策(建物) 維持管理

施設名：豊富郷土資料館

1次評価（定量評価） Ⅲ類型 産業課

2次評価（定性評価）

地域再生基本構想・改善計画により調査検討を行い、当面の間は現状を維持管理してい

く。

総合評価（R3年度～R9年度）

建物（ハード面） 機能（ソフト面）

維持管理 現状維持

対策予定

概算額計

(千円)
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表 36 施設評価シート（スポーツ施設） 

 
 

 

 

  

担当課

長寿命化 ○ 優先度 B

年度 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9

対策 維持管理 維持管理 維持管理 維持管理 維持管理 維持管理 維持管理

費用 － － － － － － － 0

変更理由

地域再生基本構想・改善計画に基づき検討し、施設状況や他施設の状況等を考慮し、当面

は適正な維持管理を実施していく。

総合評価（R3年度～R9年度）

施設名：与一弓道場

1次評価（定量評価） Ⅰ類型 産業課

2次評価（定性評価）

地域再生基本構想・改善計画により調査検討を行い、当面の間は現状を維持管理してい

く。

維持管理 現状維持

対策(建物) 維持管理

対策予定

概算額計

(千円)

説明

適正な維持管理を実施。

※社会経済状況、市財政状況、事業進捗状況等により実施年度や対策を見直すことがあります。

建物（ハード面） 機能（ソフト面）
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表 37 施設評価シート（レクリエーション施設） 

 
 

 

  

担当課

長寿命化 ○ 優先度 B

年度 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9

対策 維持管理 維持管理 大規模・改善 維持管理 維持管理 維持管理 維持管理

費用 － － 425,376 － － － － 425,376

変更理由

地域再生基本構想・改善計画により調査検討を行い、当該施設を中心とした様々な交流の

場の提供と観光政策推進による地域活性化のため、建物の大規模改修及び改善工事の実施

を目指す。

総合評価（R3年度～R9年度）

建物（ハード面） 機能（ソフト面）

維持管理 集約（主）

施設名：シルク工芸館ふれあい館（シルクふれんどりぃ）

1次評価（定量評価） Ⅲ類型 産業課

2次評価（定性評価）

説明

当該施設は、観光政策において主要な施設であり、市営温泉施設の集約化も行うことか

ら、大規模改修・改善工事を実施する。

また、工事の実施については、国の補助制度を活用し財源確保に努める。

※社会経済状況、市財政状況、事業進捗状況等により実施年度や対策を見直すことがあります。

地域再生基本構想・改善計画に基づき、施設のあり方や観光政策の取組、他施設の状況等

を総合的に検討した結果、早期の大規模改修・改善工事を目指すこととなったため。

対策(建物) 大規模改修

対策予定

概算額計

(千円)
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表 38 施設評価シート（産業施設） 

 
 

 

  

担当課

長寿命化 ○ 優先度 B

年度 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9

対策 維持管理 維持管理 維持管理 維持管理 維持管理 維持管理 維持管理

費用 － － － － － － － 0

変更理由

対策(建物) 維持管理

施設名：道の駅とよとみ（交流促進センター・農産物直売所・農畜産物処理加工施設）

1次評価（定量評価） Ⅰ類型 産業課

2次評価（定性評価）

地域再生基本構想・改善計画により調査検討を行い、当面の間は現状を維持管理してい

く。

総合評価（R3年度～R9年度）

建物（ハード面） 機能（ソフト面）

維持管理 現状維持

地域再生基本構想・改善計画に基づき検討し、施設状況や他施設の状況等を考慮し、当面

は適正な維持管理を実施していく。

対策予定

概算額計

(千円)

説明

適正な維持管理を実施。

※社会経済状況、市財政状況、事業進捗状況等により実施年度や対策を見直すことがあります。



（改訂部分抜粋） 

 

6 

 

 

表 41 施設評価シート（高齢福祉施設） 

 
 

担当課

長寿命化 ― 優先度 ―

年度 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9

対策 維持 維持 用途廃止 集約 ― ― 解体

費用 ― ― ― ― ― ― 44,330 44,330

変更理由

対策(建物) 解体

施設名：田富福祉公園コミュニティーセンター

1次評価（定量評価） Ⅳ類型 長寿推進課

2次評価（定性評価）

利用者数は、平成29年度から令和元年度まで減少傾向となっている。また、当該施設は、

維持管理・運営費に年間2,500万円以上の経費が掛かっており、施設の収支は大幅な赤字と

なっている。建物は、老朽化が進んでおり特に温泉設備関係での老朽が進み、度々設備の

故障が発生している。

当該施設を今後も現在と同様の運営をする場合は、維持管理・運営費に加え、長寿命化工

事に係る多額の費用が必要になると見込まれる。

よって、長寿命化工事は行わず、市内外に類似施設があることから、機能面を他施設へ集

約化することとする。具体的には、シルク工芸館ふれあい館（シルクふれんどりぃ）の温

泉施設等を活用し機能集約を実施するものとする。

また、福祉公園内にあるゲートボール場は現在、団体等の利用者が一定程度あるが、将来

的には利用者の減少が見込まれる。また、利用者による施設の維持管理が頻繁に行われて

いるが、老朽化は進んでいる。また、テニスコートは、利用者の減少と施設老朽化が進ん

でいることから将来的には機能集約を行い当該施設は廃止する方向とする。

総合評価（R3年度～R9年度）

建物（ハード面） 機能（ソフト面）

解体 集約（副）

対策予定

概算額計

(千円)

説明

機能集約は、温泉設備が老朽化しているため早期に行う必要がある。そのため、令和6年度

の機能集約を目指す。

建物については集約後に解体するものとするが、他の機能に活用する場合は、建物本体、

建物設備の改修等が必要なため、費用対効果等を考慮した上で検討する。

※社会経済状況、市財政状況、事業進捗状況等により実施年度や対策を見直すことがあります。

シルク工芸館ふれあい館（シルクふれんどりぃ）の大規模改修工事が令和５年度に予定さ

れていることから、計画当初のスケジュールから繰り延べて集約化する。
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担当課

長寿命化 ― 優先度 ―

年度 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9

対策 維持 維持 用途廃止 集約 ― ― ―

費用 ― ― ― ― ― ― ― 0

変更理由

総合評価（R3年度～R9年度）

施設名：豊富健康福祉センター

1次評価（定量評価） Ⅲ類型 長寿推進課

2次評価（定性評価）

建物の使用状況は、市で管理運営している温泉施設部分と、中央市社会福協議会が実施し

ているデイサービス部分に分かれている。建物全体でみると概ね健全であるが、温泉施設

については老朽化が進んでおり、利用者数は平成26年度からほぼ横ばいで推移している。

当該施設の維持管理・運営費は年間1,000万円以上の経費が掛かっており、施設の収支は大

幅な赤字となっている。今後も現在と同様の運営をする場合は、維持管理・運営費に加

え、大規模改修に係る多額の費用が必要になると見込まれる。

よって、公共施設の適正化を推進する観点から当該温泉施設の大規模改修は行わないこと

とし、温泉機能については、市内外に類似施設が複数あることから、他施設の活用や機能

集約を行い、当該温泉施設は廃止する。

建物（ハード面） 機能（ソフト面）

用途廃止 集約（副）

対策(建物)
用途廃止(温泉施設)

維持管理(温泉以外)

対策予定

概算額計

(千円)

説明

機能集約は、温泉設備が老朽化しているため早期に行う必要がある。そのため、令和6年度

の機能集約を目指す。

またデイサービス機能については、地域内に事業者が少ないことや、地域福祉・介護福祉

充実のため、継続する。建物については、維持管理方法や改修費等の費用負担の方法につ

いて、デイサービス事業者と協議を行う。

※社会経済状況、市財政状況、事業進捗状況等により実施年度や対策を見直すことがあります。

シルク工芸館ふれあい館（シルクふれんどりぃ）の大規模改修工事が令和５年度に予定さ

れていることから、計画当初のスケジュールから繰り延べて集約化する。
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担当課

長寿命化 － 優先度 －

年度 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9

対策 維持管理 維持管理 維持管理 維持管理 維持管理 維持管理 維持管理

費用 ― ― ― ― ― ― ― 0

変更理由

施設の老朽化は進んでおらず、小規模修繕工事で維持管理が可能なため。

総合評価（R3年度～R9年度）

施設名：大鳥居ふれあいプラザ

1次評価（定量評価） Ⅱ類型 長寿推進課

2次評価（定性評価）

当面維持管理していくが、将来的には自治会に管理を移管することも検討する。

建物（ハード面） 機能（ソフト面）

維持管理 現状維持

対策(建物) 維持管理

対策予定

概算額計

(千円)

説明

適正な維持管理を実施。

※社会経済状況、市財政状況、事業進捗状況等により実施年度や対策を見直すことがあります。
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２ 対策の効果額 

改訂個別施設計画に基づく、公共施設適正化対策を実施した場合と、対策を実施し

なかった場合の将来対策費の試算額の差を効果額とします。 

◎効果額：7,388,680 千円 

期間：令和 4(2022)年度～令和 29(2047)年度 

長寿命化・集約化等対策なし 13,961,460 千円（A） 

公共施設適正化対策（建設費） 7,803,734 千円（B） 

公共施設適正化対策（維持管理費(人件費除く)） 1,230,954 千円（C） 

計（A－B＋C） 7,388,680 千円    

※総合評価において対策が「検討」となっている施設の対策費用は未計上 

 

図 16 長寿命化効果額 

 
 

 

R3年 R4年 R5年 R6年 R7年 R8年 R9年 R10年 R11年 R12年 R13年 R14年 R15年 R16年 R17年 R18年 R19年 R20年 R21年 R22年 R23年 R24年 R25年 R26年 R27年 R28年 R29年

年度 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038 2039 2040 2041 2042 2043 2044 2045 2046 2047

面積削減数(m2) 1,457 1,966 3,238 3,238 3,238 7,545 9,128 9,128 10,925 10,925 10,925 12,060 12,060 12,060 12,266 12,266 12,519 12,519 12,519 12,519 12,519 12,519 12,519 12,519 12,519 12,519 12,519

長寿命化効果額 328 246 47 151 497 419 1,256 805 678 490 793 580 1,149 1,192 826 369 2,560 3,809 3,779 5,059 6,712 6,755 6,362 6,365 6,209 6,158

維持管理費効果額 1 41 81 130 179 228 278 328 378 429 479 529 579 629 679 730 780 830 880 930 980 1,030 1,081 1,131 1,181 1,231

※数値は累計
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中央市公共施設等第 1 期個別施設計画 

令和 4 年 3 月改訂 

令和 5 年 3 月一部改訂 
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